
平成３０年度 学校評価
島根県立横田高等学校

学校経営方針

（１）奥出雲町唯一の県立学校としての使命を常に自覚し、生徒一人ひとりのニーズや抱える課題を把握しながら、生徒・保護者及び地域の要
請や期待に応えられるような教育活動を、教育目標『耕心培学』のもとに、学校全体で展開する。

（２）「地域の学校」として、生徒や学校の存在が地域の活力の原動力となるよう、「開かれた学校」を推し進め、生徒の元気や学校の活力を
奥出雲町内外に発信する。

自己 学校関係者評価
本年度の目標 重点目標 目標達成のための方策 評 価 指 標 評価 改善策

意見等

キャリア教育 生徒の学力 ①ＩＣＴ機器などを活用 生徒による授業評価 ＩＣＴ機器を教室に導入 主体的・対話的で深い学びに
の推進 の向上 し、授業の工夫、改善を 4.3ﾎﾟｲﾝﾄ以上 Ｃ Ｂ したことにより、学びの つながる授業方法の知恵など

行い、授業力を向上させ 生徒、保護者、教職員 環境がより整ったと思わ 各教科で共有できるよう、公
学力の向上 教員の授業 生徒の学力を向上させる アンケートによる れる。これからの活用を 開授業の支援や学習指導案作

力の向上 肯定的評価80％以上 望むとともに、対話的な 成推進に努める。
授業実践を期待する。

授業力の向上 学習習慣の ②家庭学習調査を定期的 学習時間調査の結果 家庭学習の習慣をつけさ 担任との面談等を通して、生
確立、支援 に実施し学習習慣を身に 60分以上 90％ Ｃ Ｃ すためにも、知的好奇心 活習慣や学習習慣について自

自己実現の支 つけさせる 90分以上 50％ を高め、教員自身が魅力 ら振り返り、改善や目標設定
援 生徒、保護者、教職員 的な授業をする必要があ について考えさせるように学

面談などを通し、生徒理 アンケートによる る。また具体的な課題を 年部と連携しながら必要な支
解に努め個別指導などを 肯定的評価80％以上 与えることにより、家庭 援を検討していく。
実施する 学習のベースを作る必要

もある。スマホ等の利用
時間も調べる必要があ
る。

進路情報の ③「みちしるべ」の発行、生徒、保護者、教職員 積極的に外部講師の活用 知りえた情報を生徒・保護者
適切な提供 企業訪問、各種体験学 アンケートによる Ｃ Ｂ を考えて欲しい。教員の に提供するとともに、ポート

習等を通した、進路情 肯定的評価80％以上 評価が良い割に、保護者 フォリオ（情報蓄積）を進め
報の提供を充実させる 評価が低い。原因を究明 ていく。また「みちしるべ」

して対処して欲しい。 の内容を刷新し、生徒に役立
つものへとしていく。

人権尊重の精 人権尊重の ④各学期に１回実施する 生徒、教職員アンケー ネットや携帯からの大人 その場限りにならないよう生
神 精神の涵養 人権・同和教育に関す トによる Ｂ Ｂ が見えないいじめやトラ 徒の振り返りの方法を検討す

るホームルームや講演 肯定的評価80％以上 ブルについても引き続き る。日々の生活の中でその都
意欲的で活力 を通し、人権教育を進 人権問題の一つとして取 度助言・指導を行い、教員間
に満ちた学校 め、生徒の人権意識を り組みの継続をお願いし の共通理解を深めていく。
づくり 高める たい。生徒の２割が否定 生徒の情報共有に関しては、

また、生徒の情報共有 的な評価をしているのは 組織的な対応が確実に形成さ
に努め組織として対応 かなり問題あり、と考え れているので、より充実を図

豊かな感性や する られないか。一人一人を る。
知性の醸成 大切にした教育を望む。

キャリア教育 地域と連携 ⑤全校生徒が参加できる 生徒、保護者、教職員 地域を巻き込む仕掛け作 より一層生徒の主体性を引き
の推進 した生徒会 稲陵祭等の行事を生徒 アンケートによる Ｂ Ｂ りをしてもらいたい。今 出す仕掛け、文化部に対する

活動の充実 会主体とするとともに 肯定的評価80％以上 年度の体育祭は各地区の 興味・関心を喚起する仕掛け
地域へのＰＲを充実さ 地区民体育大会と重な を検討する。
せ学校の魅力を高める り、残念だったとの声を

多く聞いた。

総合的な学 ⑥「奥出雲学」や「だん 生徒、保護者、教職員 着実に良いものになって 総合的な学習の時間（地域連
習の時間の だんカンパニー」を中 アンケートによる Ｂ Ｂ きている。横田高校の特 携）を担当する新分掌を設置
充実 心に魅力化事業を充実 肯定的評価80％以上 色として県内外に学校の し、活動目標を再検討すると

させ、学校の魅力を高 魅力として発信できてい ともに、内容の見直しを図る。
める ると思う。一方でこの取

り組みに対する先生方の
率直な意見もききたい。

地域から信頼 保護者や地 ⑦学校からの情報を発信 生徒、保護者、教職員 町内に対しては十分に情 フェイスブックに掲載されて
され期待され 域への情報 するため、コーディネ アンケートによる Ｂ Ｂ 報発信が機能していると いる情報についても、ＨＰ等
る学校づくり 発信 ーター通信と連携した 肯定的評価80％以上 感じるが、町外、県外に で広くアナウンスをしてい

「稲田が丘」の発行と 対しては一考の必要あ く。ペイジングの有効活用し
ホームページの内容を り。また保護者が求める 情報発信を積極的に行う。
充実させる 情報はどのようなものか

再考する必要もある。

保護者や地 ⑧学校行事等の公開やＰ 保護者、教職員アンケ 行事の公開はジョーホー 保護者や地域が交流できる機
域との連携 ＴＡ活動を通して、保 ートによる Ｃ Ｃ 奥出雲を更に利用してい 会を検討する。
の推進 護者や地域と連携した 肯定的評価80％以上 く。また地域から情報を

活動を充実させる 引き出す仕組み作りも必
要と考える。

中高連携の ⑨オープンハイスクール 教職員アンケートによ 中学校との交流活動は充 オープン＝ハイスクールを夏
推進 の開催や研修会への相 る肯定的評価80％以上 Ａ Ｂ 実していると思うが、町 休み中に実施し、生徒と中学

互参加等を通し中学校 内に住む子ども達が横田 生が交流する場面を増やす。
との交流連携活動を充 高校を選んでくれるには 中高の連携を強めると共に、
実させる どうすれば良いか。学力、教科別に小中高の従業研究の

魅力化事業ともに充実し 場を設定していく。
ている高校であると、中
高の教員で共通理解をし
ているか。

評価基準（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ ４段階） Ａ：目標達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：達成までもう一歩 Ｄ：達成に至らず

○学校関係者評価委員からの主な意見

・高校を卒業すれば、自宅を離れ一人で社会生活をする生徒がほとんどである。すべての生活を自分で考え選択し動くためには、学力・思考
力が基本的の育っていなければ難しいと思う。学習する楽しさと共に思考力をしっかり育ててあげて欲しい。
・地域住民も横田高校を支える一つの柱として、学校と共に寄り添っていけたらと思います。


